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研究成果の概要（和文）：本研究は、副詞辞がない言語（日本語・韓国語）を母語とする日本人・韓国人にとっ
て、その習得が難しいとされる英語副詞辞の第二言語習得研究を行い、徹底的に「習得難易度」「発達順序」
「中間言語」「母語役割」「習得可能性」「学習可能性」などを明らかにした。同時に、英語の副詞辞と句動詞
の統語的・意味的特性(Lemmatic Properties)を考察する理論研究を本格的に行った。副詞辞を選択しない言語
（日本語と韓国語）の複合動詞や助詞の統語的・意味的特性も綿密に考察し、英・日・韓の対照理論研究を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：Both Japanese and Korean-speaking learners (JSLs, KSLs) seem to find it 
difficult to master English Phrasal Verbs (PVs, e.g. put out, take after, come up),. Attempting to 
answer these questions on differential difficulties or on variability in L2 acquisition of English 
PVs, the experimental study has been carried out with both JSLs and KSLs. The results from the 
experimental study and theoretical test do not support the claims of the single unit hypothesis 
driven from Armstrong’s study (2004). In addition, the study insights into what semantic and 
syntactic properties related to English PVs (more specifically, verbs and particles) are more 
difficult for JSLs and KSLs than others, discussing pedagogical implications for English language 
learning/teaching: e.g.  increased awareness of and proficient knowledge of both syntactic and 
semantic (lemmatic) properties of PVs will make English language teachers not only more effective 
but also successful with pedagogical strategies. 

研究分野：第二言語習得研究

キーワード： 英語副詞辞　第二言語習得　習得難易度　Lemmatic Properties　母語役割
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ミニマリストプログラムの素性基盤を取り入れた副詞辞と句動詞の統語的・意味的性質の分析を行うことにより
従来の「統率・束縛理論」で扱えなかった副詞辞と句動詞などの第二言語習得にメスを入れることが出来る。既
存の習得研究の流れの基本的な見直しが出来る道標になるだろう。さらに理論研究と習得実験研究を連携させ、
既存の理論研究と習得研究の流れの基本的な見直しが出来る。本研究は、停滞している副詞辞の理論研究と習得
研究の先駆けとなるに違いない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
英語の副詞辞(adverbial particles)の研究は理論的にはいまだ分類の段階にある。英語の句動
詞を構成する副詞辞はどのようなものがあるのかの分類のレベルにあり、なぜそのような分類・
分布になるのかを探るという問題意識が乏しい。 
副詞辞の統語的特性は前置詞と同じ語形であるが、統語的に異なる範疇類になっている：(a) 

[John ran up the big bill.]における upは副詞辞であるが；(b) [John ran up the hill.]の upは
前置詞である。 
一方、副詞辞の意味的特性の研究からは、例えば、Taylor(2002)は句動詞の意味は動詞と副詞
辞の意味を合わせることにより個々の意味を喪失し、新しい意味を持つ語彙と分析している（認
知的アプローチで別の句動詞の意味分析は二枝(2006)を参照）。 
反面、ミニマリストの素性基盤(feature Matrix)を取り入れ、申請者（奉 2009, 2011）と分担
者（加藤）は句動詞の多義性と副詞辞が意味形成に重要な役割を果たすと主張している。特に
英語の副詞辞と句動詞の意味的特性と統語的特性は複雑な相互関係を分析やその分類の一般
化・効率的な記述する本格的研究が必要である。 
第二言語習得研究と連携した理論的考察はないのが現状である。語彙目録(Lexicon)に副詞辞
を選択する言語（Danish, English）と選択しない言語（Swedish）がある(Radford 2005)。日
本語と韓国語には複合動詞(動詞+動詞)構文はあるが、副詞辞を選択しない言語であり、それを
母語とする学習者にはその習得は非常に難しい(奉 2015)。 
しかし、どの副詞辞用法がより難しいのか(習得難易度)、どのようなタイプの副詞辞構文がより
習得しやすいのか(発達段階)、副詞辞を選択しない母語（日本語・韓国語）の複合動詞構文の意
味的・統語的特性は第二言語習得辞にどのような役割を果たすのか（母語役割）などをテストす
る習得研究はない。このような研究課題を徹底的に追及する「母語には無い副詞辞・句動詞の第
二言語習得研究」が必要である。 
この研究の原動力となったのは、英語教育の現場から、日本人の英語発話や作文を添削の際、
副詞辞を使いこなせていないことや誤った熟語的表現を使っているが、エラーが体系的である
ことを発見した。 英語副詞辞は前置詞と副詞と共通な語であるため、英語教育用教材において
もどちらかに副次的に説明され、習得研究や英語教育においてその研究領域が限られ成果が非
常に乏しい。さらに、前置詞の研究でミニマリトプログラムの素性基盤(Feature Matrix)を取り
入れた統語的・意味的特性の分析(奉 2009)が英語副詞辞にも応用可能であることに着目した。
結果、副詞辞の理論的研究と習得研究の連携の必要性と、その成果を英語教育へ応用が必要であ
ると痛感した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、副詞辞がない言語（日本語・韓国語）を母語とする日本人・韓国人にとって、その
習得が難しいとされる英語副詞辞の第二言語習得研究を行い、徹底的に「習得難易度」「発達順
序」「中間言語」「母語役割」「習得可能性」「学習可能性」などを明らかにする。同時に、英語の
副詞辞と句動詞の統語的・意味的特性(Lemmatic Properties)を考察する理論研究を本格的に行
う。副詞辞を選択しない言語（日本語と韓国語）の複合動詞や助詞の統語的・意味的特性も綿密
に考察し、英・日・韓の対照理論研究を共同で行う。 
理論研究の観点からは、英語の副詞辞と句動詞の統語的・意味的特性記述の課題(Research 

Questions)は、① 英語副詞辞の統語的・意味的素性の選択・構成・分布がどのようになってい
るのかを明確に記述する；② 英語句動詞の意味解釈において、副詞辞と共起する動詞または前
置詞句が果たす役割が其々何であるかを記述する；③詞辞を選択しない言語である日本語と韓
国語の複合動詞や助詞等の分類や分布を考察し、意味的・統語的特性を明確に記述する。 
一方、第二言語習得実験研究の観点からは、実験研究を通して、英語副詞辞の第二言語習得研
究課題(Research Questions)を明確に説明する事を目標とする： 

 
(1) Differential Difficulty（習得難易度）- Developmental Order(発達順序)： 
①. どの副詞辞構文が習得しやすい(easier/earlier)のか？； 
②. どの副詞辞用法が習得し難い(difficult/later)のか？； 
③. 副詞辞の統語的特性と意味的特性に基づく分類と分布図はどこまで説明できるのか？ 
 

(2) L1 Role （母語の役割）- Mental Representation(心的標示)-Interlanguage (中間言語):  
①. 副詞辞を選択しない二つの母語、日本語と韓国語とで、習得への影響に違いはあるのか？;  
②. 母語の複合動詞は第二言語の英語句動詞習得にどのような役割を果たすのか？;  
③. 副詞辞の分離や語順などの統語的特性の習得に母語はどのような役割を果たすのか？ 
  

(3) Learnability （習得可能性）- Nurturability（教育に基づく学習可能性）:     
①. 母語に無いとされる範疇である副詞辞の習得は可能なのか？どこまで可能なのか？; 
②. 教育により学習された副詞辞の意味・統語用法は定着可能なのか？どこまで可能なのか? 

 



３．研究の方法 
理論研究の観点からは、具体的な研究対象は英語の副詞辞習得―統語的・意味的分類を考慮に
入れた研究対象選別を行った。対象言語である英語は Lexicon に副詞辞を選択する：about, 
across, along, around, away, back, by, down, in, off, on, out, over, past, round, through, under, 
up）。一方、第二言語習得者の母語（日本語・韓国語）は副詞辞を選択しないが複合動詞構文が
ある。英語副詞辞の統合的特性による分類と英語副詞辞の意味的特性による透明性に基づいた
分類を提案した。 

 
(1) 英語副詞辞の統語的特性による分類を提案 

      ①. The fireman put out the fire. -> The fireman put the fire out. (Separable)分離 
      ②. Laura takes after her father. -> *Laura takes her father after. (Non-Separable)非分離 
③. Duncan came up with an idea. He took off.  (Quasi-Intransitive)疑似自動副詞辞 

 
(2) 英語副詞辞の意味的特性による透明性に基づいた分類を提案 
①. Lisa invited me out. Bring them in/bring in food.(Transparent)-調和類;  
②. Dona used it up. Finish it up! Eat it up! (Aspectual)-中間類;   
③ Egg on (けしかける、後押しする) (Abstract-Idiomatic)-拡散類    

 
この分類に基づき、第二言語習得の実験研究において、英語の副詞辞・前置詞の第二言語習得理
論の検証を行った。第二言語習得理論研究の観点から、第二言語習得理論から派生する 2 つの
仮説を検証するため、実験研究のデザインした：(i) The Prototypicality Hypothesis; (ii) The 
Semantic-Single Unit Hypothesis。 
 The Prototypicality Hypothesis は、認知言語学的アプローチから、プロトタイプに基づく分
類を第二言語習得研究に応用された仮説である。プロトタイプ理論は、前置詞のような多義であ
る範疇を意味の特性をプロト性の程度による階層的分類である。各々の前置詞は最もプロト性
の高い意味(most prototypical senses)からプロト性のより低い意味(least prototypical senses)
に区別される。前置詞の多義において、位置・場所を指す意味（Locative senses）と文字通りの
意味 (Literal senses)がプロト性の最も高いものとして分類されるが、抽象的な意味 (abstract 
senses) はプロト性の最も低いものに分類される。このようなプロト性に基づく意味特性の分類
を言語習得研究に応用したものが、認知的第一・第二言語習得理論である。その理論に基づく仮
説である The Prototypicality Hypothesisは、最もプロト性の高い位置・場所・文字通りの意味
がより早く習得される（習得しやすい）が、もっともプロト性の低いとされる抽象的な意味は習
得が遅く、より習得し難いという仮説である。 
 本研究ではこの仮説をテストするために、実験研究を行った。さらに、この仮説における問題
点を指摘した。例えば、英語の副詞辞は前置詞と同じ形態をしているが、この理論の適応が難し
い。しかし、理論の説明的領域を適応すると、前置詞の多義性は、副詞辞の多義性にも関連する
という類推が成り立つという想定の下で、プロト性の応用が可能であるが、そのように応用する
言語習得研究は皆無である。 
一方、副詞辞に焦点を当てた理論研究及び習得研究はなく、むしろ句動詞 (phrasal verbs)の
研究が盛んであるが、副詞辞の統語的特性は考慮に入れず、句動詞を一つの意味単位（ユニット）
と見なし、習得研究に応用したのが The Semantic-Single Unit Hypothesisである。この仮説で
は、前置詞と副詞辞の分類はなく、動詞と前置詞・副詞辞の組み合わせを句動詞とみなす。第一
言語習得研究では、句動詞が一つの語彙として無意識に習得される。習得の段階で動詞と前置
詞・副詞辞の結合またはどの動詞がどの前置詞・副詞辞と結合できるのかも、無意識に習得され
る。単一意味単位という仮説は、潜在的に句動詞の生産性は全く無視されているが、第一言語習
得ではその生産性が無意識に習得されるが、第二言語習得では出来ない、または難しいと予測す
る。なぜ難しいのかを説明するために、様々な分類や概念が提案されている。例えば、Armstrong 
(2004)は transitivity and compositionalityという概念を取り入れ、句動詞を 3つのタイプに分
類し、第二言語習得の難易度を予測する仮説や英語の言語教授法を提案する研究がその一つの
例である。本研究は句動詞の統語的特性をも考慮にいれ、単一意味単位仮説もテストするため、
第二言語習得実験研究を行った。 
実験研究には、被験者に英語運用能力の診断するため、Oxford Placement Test (OPT, Allan 

2004)を導入し、実験研究のタスクとしては主な副詞辞 (on, up, out, off, down, against, around, 
down, apart, and so on)を含む８３問の穴埋めテスト(cloze test)を行った。多くの例文は
Barnard (2013)から抜粋したものである。実験研究の被験者は日本語母語話者が 33名、韓国語
母語話者が 40名選別された。その選別には OPTの文法テスト結果(100)が 40から 60の被験者
に制限した。同じレベルの英語運用能力を持つ被験者という制限を設けた。さらに、本研究のタ
スク（穴埋めテスト）は韓国語母語話者と日本語母語話者がどのように英語副詞辞を利用・運用
するのかを考察するため、Armstrong(2004)が提案した様々な句動詞タイプ(Directironal, 
Idiomatic, and Aspectual)を導入しただけではなく、Bong (2011 onwards)が提案した、
Lemmatic Properties（意味的・統語的特性）に基づく様々動詞と副詞辞を利用した。さらに、
例文には母語の翻訳文をいれ、タスクの意味的特性を明確にした：e.g. There is no body who can 
tell the twin (        ) .その双子を見分けられる人はいない。 



４．研究成果 
 英語運用能力テスト(OPT)の結果と実験研究のタスクの結果を比較した。 

Av. (N=73) 
Both L1 groups: 73 subjects JSLs (33) KSLs (40) 

18.9 (25.8%) 
83 items: (OPT score ranges between 
40% and 60%) 

7.8 (23.7%) 11.0 (27.8%) 

英語副詞辞を穴埋めするテストの結果は、他の文法運用能力の結果より比較的低いということ
は、英語副詞辞の運用はより難しいという主張を裏付ける。つまり、句動詞または英語副詞辞の
習得は難しいことに裏付ける結果を得た。 
実験結果から、正しく運用した例の頻度の最も高いものから最も低いものを比べてみた。 

 
前置詞・副詞辞の習得に関する意味に基づく 2つの仮説((i)The prototypicality Hypothesis
と(ii)The Semantic Single-Unit Hypothesis)を裏付ける結果ではない。前置詞の場合、母語の
種類に関係なく、ほとんどの被験者がプロト性の最も高いとされる「位置・場所を意味する on」
を正しく使用しているが、get up の場合、プロト性の最も高いものではいが、このような習得
し易いという結果を得た。つまり、プロト性ではこのような習得難易度の結果は説明できない。 
次に日本語母語話者と韓国語母語話者に違いがあるのかを比較した。 

 
二つの仮説ではこのような違いは説明できない。つまり、二つの異なる母語話者にとっても、英
語前置詞または句動詞のプロト性、または単一意味単位であることは同じであるはずなので、習
得難易度が異なることを説明することができない。つまり、この仮説では、このような実験結果
を説明することができないため、頻度仮説のような ad hoc な説明が必要となるが、一般的に利
用される句動詞の頻度率ではこのような結果を説明することができない。 



より詳細に考察するために英語副詞辞 inの運用テストの結果を観察した。 

 
韓国語母語話者は動詞 zoom 副詞辞 in の組み合わせのタスクには正解率 70％以上であるが、日
本語母語話者は僅か 27%の正解率である。このような違いはどう説明されるべきなのかは二つの
習得仮説では説明できない。「母語の違い」と「母語転移」が齎す結果だと説明するのが一般的
であるが、日本語と韓国語は両方とも副詞辞を選択しない言語であり、このような習得難易度の
違いは説明できない。しかし、それを説明する理論が、言語習得理論:The Minimalist Model of 
Language Acquisition (Bong 2005, 2009) の第二言語習得に適用した The feature 
reconstruction hypothesis（母語の影響、Causal Factors of the input quality: obscurity 
and ambiguity) はこのような misdevelopment を予測、説明することができる（奉 2005,2009）: 

The feature Reconstruction Hypothesis: a set of lemmatic features for the Head V selected 
from the lexicon must agree with a set of lemmatic features for the Complement VP [{V} = 
{NP [PP NP] }]. L2ers must identify through their L2 input data those sets of features for 
each: in addition, L1 sets may obscure the constructions of L2 input (Bong 2019) 

 
このような実験結果から、副詞辞onを含む句動詞((count on, keep on, hinge on, remark on)が、
他の句動詞より習得しやすいことが判明した。さらに副詞辞 in を含む句動詞が副詞辞 on を含
む句動詞より難しいように思える結果を得たが、このような結果は暫定的な結論に過ぎない。な
ぜならば、検証に利用された動詞は類似（同じ程度）の頻度と難易度である想定の下であるから
である。つまり、頻度率に説明に依存する習得理論や仮説の難点となる実験結果であることは明
確である。 
 実験研究結果から、研究課題の「習得難易度：The Differential Difficulty」について、句動
詞ごとに異なる：動詞と副詞辞の組み合わせの種類により習得しやすいもの、習得し難いものに
分けられるが、プロト性理論と意味単一意味単位仮説では説明できず、むしろこの二つの仮説の
問題点を指摘する結果を得た。次に、研究課題の「母語影響:L1 Influence・母語転移:L1 Transfer」
については、既存の理論や仮説から期待される結果ではなく、むしろ、母語以外の要因があるこ
とを裏付けるような結果を得た。言い換えれば、Causal Factors の役割を導入する
「reconstruction hypothesis-hypothesis testing model」を支持する実験結果を獲得した。最
後に「学習可能性：Learnability」について、副詞辞を含む句動詞の学習・習得可能性は、母語
にない範疇である英語副詞辞（Adverbial Particles）の学習は難しく、特に Lemmatic Properties 
の再構築には Causal Factors により、misdevelopment の可能性が高く、第二言語習得で再構築
された「句動詞の Lemmatic Features セット」は母語話者のそれとは異なるという結論付けをし
た。つまり、学習は CausalFactors となり、母語話者のような心的標示（Mental Representation）
は持つことはなく、中間言語（Interlanguage）または L3 を習得される。 
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